
高校生ロボット相撲全国大会 2022 佐伯豊南高校全国優勝の報告 

   

                             高校教育課 

 

 全国の専門高校等で学ぶ生徒が、ロボット作りを通じてものづくりの技術の基礎・基本を確

実に習得させるとともに、技術研究の目標と実際に問題解決する体験の機会を与え、もって生

徒の学習意欲の向上と自発的、創造的な学習態度の育成し、ものづくりの技術・技能を習得し、

次世代を担う技術者としての資質を向上させる。 

 

【概要】 

○主  催：公益社団法人全国工業高等学校長協会 

○後  援：文部科学省、経済産業省、 

      公益社団法人産業教育振興中央会、一般社団法人日本ロボット工業会他 

 ○日  時：令和４年 11 月 26 日（土）  

○場  所：ビッグパレットふくしま（福島県郡山市） 

○競  技：自立型、ラジコン型とも各都道府県より選出された代表３２チームによる 

      トーナメント方式。 

      大分県大会で優勝、準優勝した各部門２チームが全国大会に出場 

      （大分県代表） 

【自立型】  佐伯豊南（２チーム） 

       【ラジコン型】佐伯豊南（１チーム）、大分工業（１チーム） 

                        

【結果】 

自立型 

優 勝  大分県立佐伯豊南高等学校 

準優勝  大分県立佐伯豊南高等学校 

ラジコン型 

優 勝  大分県立佐伯豊南高等学校 

 

【参考】 

出場チーム数 優勝 準優勝 第３位 

自立型 

 

佐伯豊南 

（大分県） 

佐伯豊南 

（大分県） 

富山工業 

（富山県） 

ラジコン型 

 

佐伯豊南 

（大分県） 

福岡工業大学付属城東

（福岡県） 

田布施農工 

（山口県） 
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第 16回あなたが選ぶ日本一おいしい米コンテスト in山形県庄内町  

宇佐産業科学高校 最優秀金賞の報告 

 

つや姫やコシヒカリ等おいしい米のルーツである「亀ノ尾」「森多早生」発祥の地として、

消費者の求める安全安心でおいしい米づくりを全国に発信する目的で開催されている。 

 

【概要】 

○主 催：山形県庄内町 

あなたが選ぶ日本一おいしい米コンテスト実行委員会 

○共 催：和合の里を創る会（庄内町亀ノ尾の里資料館 指定管理者） 

○日 時：令和 4年 11 月 26 日(土) 

○場 所：庄内町余目第四まちづくりセンター（和合館） 

○競 技：お米の食べ比べによるランキング形式 

 

【審査方法】 

○応募総数６４点。「抽選ソフト」により 60 点に絞る。 

○全国から公募した予選審査員 498 名による実食。 

○応募のあった１校１品種を 5人／498 名の審査員が審査。おいしさを５段階で評価。 

○決勝大会進出は 6校（宇佐産業科学高校は高校生部門の最高得点 21 点で予選通過） 

 

【決勝大会出場】 

○期  日：令和 4年 11 月 26 日(土)  

○審査方法：予選通過 6校 6品種を審査員 15 名が試食し順位付け評価。 

      （審査員は庄内町長、山形県農業総合研究センター水田農業研究所長など） 

 

【結果】 

最優秀金賞 宇佐産業科学高校  
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